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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、同型タンパク質間相互作用を媒介する、逆平行6ヘリックス束であるカスパーゼリクルートメントドメイン（CARD）を含むタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は微小管関連タンパク質であり、受容体相互作用タンパク質キナーゼと相互作用し、誘導性転写因子NF-κBの活性化に収束するシグナル伝達経路を正に調節することが示されている。[RefSeq提供、2008年7月],機能：アポトーシスに関与する可能性がある。,類似性：1つのCARDドメインを含む。,
	研究分野
	NOD様受容体;
	画像データ
	

	CARD6抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CARD6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CARD6抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CARD 6ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

